









学 会 ニ ー ス
■ 第5回 大 会
昭和39年11月15日,16日の両日,京都大学楽友会館に各地,各 分野より会員
多数参加 し,よ り充実 した大会をもち得た こ とを会員諸氏 と共によろこびた
い。分野の多様性 とそれぞれの分野相互の関連性,さ らには,デザイン以外の













10.00研 究 発 表
心象表現としてのべーシツクデザイン教育 池 内 登
11.30建築に於る機能の表現について 長 部 謙 吾
11
12:3°30第5回総 会
13.00研 究 発 表
家具計画の基礎的考察 白木 小三郎一アパー ト居住者層の家具所有状況調査を申心として一 下河内 信子
14.50工業デザインの周辺 宮 島 久 七
15.00シンポジウム(デザイン教育)司 会 山 崎 勝 弘
16.30
11月16日(土)於 京都大学楽友会館
9.30研 究 発 表
照度変化にともなう色彩の見え方 について 向 井 裕 彦
デザイン教育システムの試論 東 政 美
12.30ビル内に建てる茶室について 宇都宮誠太郎
13.3°
15.00松齷 購 鶲 観 学
15




※ デ ザ イ ン教 育 に 於 け る 問 題 点
(心理 の形 象化 につ いて)
池 内 登
デザインの公共性,乃 至は,ビ ジユアル ・コミニケーシヨンと言 う言葉が常
識化されて来ている現在,デ ザイナーのビジユアル トリックによ りかかった行
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為が如何に無意味な ものであるかは言をまたない事である。しか しそうした現
実の中で,デ ザイン教育 を眺めて見た時,そ の姿は,基礎デザインと,目的デ
ザインの教育法の間に弁証法的な教育構造が見 られない事と,何 ら内容をもた
ない,技術の トレーニングに堕したものであった り,又,デ ザイン活動に必要
な専門座学 と技術演習との間の非合理性が見受けられることである。
グロピウスがハムレットの中の言葉を引いて,「頭 と心臓はもはや同じ血 を
分 けた ものではない」とし,今日のデザイン教育が不統一な知識と創造能力 の
人格を育てあげている,と指摘 しているの もこのあた りを言 うのであろう。 そ
こには,物 を造 る過程や技術に直接関与す る こ とによって教えられることな
く,教示的観念的に教えられ美学的,論理的偏重の様相があり,創造的な理解
力は姿をひそめてしまっている。 しか もその上に悪い事には,ビ ジユアル トリ





我々がここで考えるべ きは,単一分散化 されて教 えられつつあるそれぞれの
座学と技術演習に秩序を もたせ る事であり,その技術演習に於ける発想の場 に
あっては,そ の活動のそれぞれの過程を通 じて,① 常に,人 間感情や精神構造
や,生 理的要求 と結 びつけられ,鹽形象化され得るような方法 を採用すべ きで あ
り,②造形のパターンが構造体 として,そ れぞれの目的性に適合きれ得 る内容
や方向性を発見出来るよ うに指導すべ きである。
それはとりもなおさず,学 生達が自ら,目的の条件に,造形的なその適合点
の発見 と適合不可能点の修正 と言 う能力を培 う事 に な り,又伝達の為の生理
的,心理的な共通分母と,異質分子を造形の中に発見する能力をもつ ことにな









宇 都 宮 誠 太 郎
茶の湯は珠光以来利久や宗旦によってそれぞれ創案 され,と きには静寂の境
地を慕 う侘の茶,豊 公のけん爛たる茶,遠 州の高度な文化を示す書院の茶や,
また遺蓬庵のよ うな吉野太夫の粋な茶 もあり。 しか も当時の思想を背景とし
て,時代と共に変 りつつ も今なお身近な日常生活の うちに残されている。また
茶室を構成 している自然材の温さは,新 しい科学の開 く建築の世界に も,数寄
屋の優美を誇る日本の姿 として,ま た生活芸術 として世界の人々か ら愛せられ
ている。
数多い茶室の遺構が示すように,その壁面には変化の多い窓や出入口による
美 しい分割があり,その畳の敷 き廻 しや天井の工夫には,静寂な部屋にもある

















活文化の推進に寄与し時代に即応 した,日 本 の 古い伝統と新 しい創造 とによ
る,近代茶室の建設 も必要ではなかろうか,今 度自分が東京神田の旅籠町新 日
通 ビルの八階に設計を依頼 された茶亭 もこうした企画であった。
建物は間口7.65m奥行13.00m面積99.45〃ノの矩形の場所に建坪約50.00
㎡ の建物 と庭をつ くるのであったが,内 外露地は コンクリー トの四壁に囲ま
れた,青天井 もな く季節や朝夕の変化 も感ぜ られない一郭内なので,庭 は緑樹
を用いず石組つ くばい石灯籠などによる石庭 とし,露地の照明については,ア
クリライ ト板を貼 りつめ木製のルーバーをつけた,人工のル ミナー リー リング
として青天井に代えたのであるが,庭 は白砂を敷 きつめて反射率を高め,壁 面
は聚楽壁や胡麻竹貼 りとして反射率を低 くし,庭の照度は450ルックス室内は




書院座敷は玄関 ・水屋の問 ・広間座敷とからな り,内露地に面 して化粧天井
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の廂を深 く差 し延べ黒瓦四半敷のベランダを設け,吾足石の手水鉢をその脇に
配 し,小さな噴泉 としたのであるが,こ の座敷は本席に対する寄 りつ きや待合






デザ イナー育 成 とい う教育上の立場 か ら,デ ザイ ン創造力の構造 について考
察 してみた。
それは,造 形 デザイ ンにおけ る創造力の構造 を解明 してい った ら,或 いはそ
の根底 を培 うための有力 な手 がか りが掴 めるので はないか,と い う理 由か らで
ある。
た またま,工 業デザ インの フ゜ ロセスにつ いて調査 を してい るので,当 然 工業
デザ イナーの能 力分析 とい うことに及 び,そ れか らヒン トを得 て,大 変難解 で
雲 をっか むよ うな,創 造力 の構 造究 明に発展 したわけであ る が,一 口にい う
と,つ ま り,デ ザ イン創造力の構造体 とで もい うべ き ものは,造 形力,デ ザ イ
ン感覚,直 観力,デ ザ イン理念,デ ザイ ン知識,表 現技術 を基盤 とし,そ れ ら
を助長 し,振 張せ しめ る作 用 をなす表現力,審 美力,感 受性,想 像力,分 析,
力,応 用力等の力 を得て,平 面的な拡大 をみせ,そ の基盤 にたち,こ れ らに支
えられ,複 雑 にか らみあい乍 ら,中 心において創造 の営 みが生 じ,立 体的 なた
$$
かまりをなすのではないか。 ちょうど六角錐のような形 を想像するのである。
この構造体 を仮 りに,デ ザイン創造力の構造体だと想定して,あ らゆる角度か
ら検討を加えてみると,いろんな意味でうまく解決がつく。








る程度の答は描 きだせるように思われる。 もしか したら,数式 として割 りだせ
るのではないかとすら考えるが,し かしこれは少し極端なようだ。











向 井 裕 彦
1)日常我々が色 を見 る場合,ま た色を比較する場合,そ の光源として蛍光灯
や電灯,ま た昼光の もとでの色の見え方にかな り神経質であるが,こ れ ら光源
の照度条件にともな う色刺激 の 変化については,比 較的無頓着である。 一般
に色の比較方法の条件 としては,試料の面を標準の光(A,B,C)に よっ
て,い ちように照明 し,そ の面における照度は250Lux.以上にして,ま ぶし
くない程度に止むべ きであると定め られ て い る。 しかしこれはあ くまで測色
における色の比較方法であり,実 際 に色 を見 る場合には,前 述条件以外の時
の方が多いわけであり,250LUx.以下の低照度においても,色を取 り扱 うわけ
である。つまり色に及ぼす照度条件を変えることによ り,色感覚 も当然変化する
と考 え られ,こ れに と もな う色刺激が どの よ うに変
るかを検討 しな くて はな らない。 しか しこれ ら光源
の照度条件 にと もな う色刺激の変化 にっいて は,比
較的研究がな されて いない。従 って照度変化 の色刺
激 に及ぼす影響 についての実験が必要で あると考 え
られ る。本実験 にお いてはColorHarmonyMan-
ua1の試料色票 の うち,5基 準色(Yhue1'1/2pa),
(Rhue7pa),(Phue12pa),(Bhue14pa),
(Ghue21pa)及び第1表 に示す試料番号1～14の
各色票 によ り,被 験者7名 を使い,照 度 変化に よる
色刺激 の変化 の測定 をお こなった。尚実験 に使 用 し
た試料 によ る色の変 化の一般 的特性 は,第2表 の如
くで あ り参考 までに示 した。























化(0～500Lux.)内では,基 準色 はその照度変化に対 して,色 票 に表 わ し得
る色差 を もった色 に変 化す る。②本実験条件 内では,色 彩弁別 にお ける個人差
に相 当なバラツキを認 めるが,各 色別 に見 ると,Yellow・GreenはRed・
Purpleに比べ て,弁 別 閾が大 きい。 すなわ ち照度変化 に対 してYellow・
GreenはRed・Purpleより変化 が しに くい。逆 にRed・Purpleは照度 変化
に対 して色刺激が変化 しやすい。(3)照度変化 に対 して変化す る色刺 激は,ほ ぼ
明度 による もので あるe
第2表
Color





150 mb(〃) pa(〃) 恨 ↓
200 曝 nc(ii) 1挙 /
250 博 黒 /
300 T na(ii) 味増 nc(ii) T
350 t黒1味 す 1黒 }
400 na(ii) 増す 膝 nc(ii)
450 1す
500 ↓ ↓ ↓ ↓
↓
15001 ↓ na(hue7)na(〃) ////' na(o)
参 考 文 献
1)ColorHarmonyManual,1948Edition.,TheMartin-SenourCo.,
Arnerica.
2)橋 本 ・相馬 ・小出:色 彩研 究第6巻 第2号(1956)日本色彩研究所
3)工 業 デザイ ン全書:人 問工学,金 原 出版,
4)'現代 色彩 講座:工 業 と色彩,修 道社。
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躪 研 究 例 会
関西意匠学会が昭和34年11月7日に発足して以来,今 年で満5年 となりまし
た。その間,研 究例会は20回,大会は今年で6回 を数えます。会員 も増え,
一般会員315名(学生会員を含む)法人会員18,賛助会員1と なって居 りま
す。
研 究 発 表 会
第16回研究例会
口 時 ・昭和39年2月8日
場 所 ・大阪浪速短期大学(大 阪市東住吉区矢田照ケ丘)
発 表 ・「デザインと風土性」大阪浪速短期大学 田中健三
厂欧米の印象 」 大阪大丸デザイン室 広本大治
第17回研究例会
日 時 ・昭和39年4月25日
場 所 ・京都工芸繊維大学 ・工芸学部(京 都市左京区松ケ崎御所海道町)




場 所 ・京都女子大学 ・家政学部(京 都市東山区東大路七条)




場 所 ・神戸公共学校共済組合 厂六甲荘 」(神戸市生田区北野町)
-8了一




場 所 ・京都市立伏見工業高校(京 都市伏見区深草鈴塚町)















大 阪 市 大 中 島 清 子
要旨,江戸時代(寛 文頃より元禄頃までの間)に おける小袖 の意匠につい
..








要素が強 くな り,小袖の美 もその日常性を超えた場所において求められたもの
と解される。
r°tリエステル定着の人台(...)を作 るまで」





い年月を使った。定着の素材は,ポ リエステル,ベ ンゾールパーキサイ ド,ジ
メチルアニ リン,又は,_y°リエステル,メ チルエチルケ トン ・パーキサイ ド,
ナフティン酸 コバル トであるが,これまでには次のタ うな段階を経たが,私 に
とってはどの時代 も現在 を支える貴重な体験なのである。





⑤ ガムテープの原型 に樹脂 を中塗。




厂アメ リカ旅行談一 ナバ ホイ ンデ ィア ンの
クラフ トを申心 として(ス ライ ド使用)」
'大 阪 市 大 中 嶋 朝 子
要 旨,NavajoIndianは一 世紀前 まで は7,000人であったが・今 日では90・
000人を超 えて い るとい うこ とで あ り,東 洋的な容貌 をしている。 ロ ッキー 山
系のNavajoCountryはア リゾナの北東 ・ユ タの南東 ・ニ ューメキシコの北
西 にまたが り,若 干 の野生 の植物が生 え,動 物 も住んではい るが,寂 漠 たる土
と石 の ドラマテ ィックな地形 を もった世界で ある。
ナバ ホ族 は 紀元1000～1500年に北方 か ら南西 へ と,狩 猟 と 食物採集 を して
生活 しなが ら集 団で移動 して きた半 ば 流浪の民族 で ある。 ニ ュー メ キ シコの
Pueblo族の住 んでい る土地 にや って きた時,彼 等か ら農業 ・はた織 ・宗教 的
行事な ど多 くを学 んだ。そ して17世紀後半 には,彼 等が飼 っていた羊 の毛 を原
料 として,優 秀な織物の製作 を確立 し,彼 等 の衣料 としていたが,今 日では
Rugと して旅行者 の土蔭物 とな ってい る。私 はそのナバ ホ織物の変遷 を辿 る





司 会 京都女子大 ニヒ 井 幸 代





研 究 発 表
「被服構成学の立場からみた被服デザインについて」










られるが,被服 と人体 との中間空間のあり方によって も被服の表現性ひいては





教室に移転 しま した。新事務局の構成は,総務福永委員,会 誌編集 ・河本委員
で事務一般には野口 ・高橋幹事,会 計事務は中村 ・大橋の両会員があたって居
ります。
■ 新 役 員紹介
京都市立工芸指導所の意匠部長であり,本学会の委員をして居 られます片山







昭和38年11月15日以降下記の方 々が新 らしく入会 され ま した。
新 入 会 員(順 不同)
法人会員 ・長谷虎紡績株式会社







氏 名 勤 務 先 住 所
三 上 英 子 近江兄弟社高校 滋賀県近江八幡市魚屋町申73
桑 畑 周 右 ダイハッ工業K.K.豊 中市桜塚本通 り7の76野口方
鳥屋原 英 雄 佐賀県立有田工業高校 福岡県北九州市八幡区竹下町
・1丁 目
中 島 雅 夫 京都高島屋 豊中市柴原775の1池田(6)7085
池 本 千代子 京都高島屋 大阪市北区天神橋筋6の37
(351)1501
三 木 久 延 京都市申京区堀川六角下ル
(22)0935
山 内 明 京都市工芸指導所 京都市右京区西京極野田町
上 野 隆 子 京都市右京区太秦蜂岡町30
(86)-0463
菅 谷 吉 雄 早川電機工業K.K.吹 田市片山出口町915の1
松 谷 敬 一 京都産業デザイン研究所 京都市東山区下馬町492
窪 田 耕 一 シン 工゜業K.K.京 都市右京区西京極堤外町12
大川原 千 鶴 四天王寺学園 布施市長瀬吉松38北 後方
細 川 宗 孝 内藤建築事務所 京都市南区東九条南松ノ木町14
森 淳 浪速芸術大学 大阪市阿倍野区文の里4の134
大 橋 乗 保 京都工芸繊維大学 京都市右京区御陵塚ノ越町29
大 橋 千代子 自 営 京都市右京区嵯峨折戸町
高 橋 純 京都女子大学 京都市東山区今熊野北 日吉町
50の14
田 中 絹 江 京都女子大学 京都市東山区渋谷通大和大路
東入ル 松井方
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下 松 郁 孑 守口市八島町27
矢 野 雅 子 帝人K.K.販売促進部 堺市大美野60の6登美丘(7)1064
中 西 和 枝 成安女子短期大学 京都市左京区浄土寺西田町
100の3水原方
今 尾 恵美孑 成安女子短期大学 京都市北区大将軍西町25の3
山 北 栄 寿 神戸船舶装備K.K.神 戸市長田区大谷町3丁目19
柿 原 信 成安女子短期大学 京都市上京区相国寺北門前町
秋沢方
関 口 正 史 京都市立伏見工業高校 大阪府高槻市天王町119
高槻(5)4627
船 津 英 治 京都市立伏見工業高校 京都市東山区泉涌寺東林町39
小 川 雄 三 京都市工芸指導所 京都市伏見区深草正覚町14
太 田 高 明 兵庫県立龍野実業高校 兵庫県龍野市北龍野
龍野実業高校
前 田 樹 男 松下電工K.K.研究部 滋賀県大津市上大門町6
太 嶋 捷次郎 東海高熱工業K.K.京 都市東山区今熊野東瓦町695
今 津 玲 子 四天王寺学園高校 大阪府松原市西大塚町163の1
林 英 博 京都市立伏見工業高校 京都市伏見区深草東伊達町74
松 井 清 人 田 京都市伏見区桃山筑前台町15
神 田 美年子 相愛女子短期大学 尼崎市七松神楽56大阪(401>0192
延 山 吉 郎 京都市中京区六角通新京極東入
桜之町449
金 城 四 郎 東洋棉花株式会社 神戸市葺合区宮本通2丁目13の4
持 田 総 章 浪速芸術大学 大阪府南河内郡美陵町丹北小山
521
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片 山 功 ミノルタカメラKK堺 市野尻町臼鷺(B)団地
(技術センター)11号 館105
平 田 汪 洋 京都市左京区吉田本町5の4
'亀 井方(77)4618
松 本 千 巻 大阪市大淀区豊崎西通1の7
学生会員
氏 名 学 校 名 住 所
寺 島 晴 明 京都産業デザイン研究所 兵庫県川西市栄根山の下2の11
柴 田 千代乃 京都産業デザイン研究所 京都市下京区油小路七条下ル
森 茂 雄 京都府宇治市五ケ庄寺界道6
亀 谷 立 二 京都学芸大学 西宮市甲子園町316
八 木 能 成 京都市立伏見工業高校 京都市中京区千本丸太町西入ル
申町41
中 村 克 彦 京都学芸大学 京都市伏見区桃山町立売11の2
山田善一方
酒 井 牧 子 京都学芸大学 京都市伏見区深草関屋敷
京都学芸大学露草寮
窪 田 孝 京都産業デザイン研究所 大阪府高槻市天王町180
中 山 雅 恵 京都学芸大学 京都市上京区相国寺東門前町
広 田 倫 子 神戸大学 神戸市東灘区本山町森454
中 出 貞 雄 京都市東山区本町15丁目
字北正覚758植田方




清 水 あけみ 天理市川原城町198
馬 場 文 子 神戸市長田区庄山町2の4
嘉祥寺 伸 子 堺市南半町西4丁13
米 谷 京 子 大阪市天王寺区石ケ辻町25の5
早 川 澄 子 大阪市阿倍野区相生通2～9
相生パンション
臼 井 照 彦 京都市下京区西木屋町正面上る
梅湊町95(37)5907
渡 辺 浩 一 京都市左京区上高野川原町2
戸 梶 伸 子 奈良女子大学家政学部 奈良市学園町南3丁目963
長谷部方(5)1266
桐 川 佳予子 〃 奈良県生駒郡生駒町近鉄旭ケ丘
住宅69の36
■ 会 員 の移動
会員の住所並びに勤務先移転変更された方は下記の通 りです。住所不明の方
がありますので御存知の方は事務局迄お報せ下きい。
氏 名 新 住 所 又 は 新 勤 務 先
石 井 宏 幸 神戸市東灘区魚崎町横屋586の1
金 野 広 吹田市清和園町15番6号大阪高島屋販売促進部広告課
塩 崎 健 士 堺市日置荘町北町70番地104
瀬 川 隆 広 京都府乙訓郡向日町寺戸岸の下25の109
関 盛 徳 鳥取市立西中学校
高 島 正 江 大阪府池田市玉坂町16
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武 田 恒 夫 京都府乙訓郡向 日町上植野膨上山16小 野別荘
上 屋 一 夫 岡山市原尾島32の5
⊥ 井 幸 代 京都市左京区岡崎天王町76
中 野 正 男 京都市左京区松ケ崎呼返町34
中 村 敬 治 京都市右京区太秦中山町5北 崎方
蓬 菜 公 平 日本輪出雑貨センター神戸支部
増 田 史 郎 八尾市若草町1番24の2
桝 仲 進 京都市北区小山東玄以町5
松 本 るり江 尼崎市東塚口町5丁 目31の1
脇 井 清 市 大阪府河内長野市木戸町257の5
芦 本 雅 子 吹田市高野台2丁 目9番14号
不明の方
稲 垣 華 雪 亀 田 悦 次 武 村 新
■ 会費納入状況















第3条 本会は意匠に関する会員相互の研究により意匠学 の 進展 を 図ること
を,目的とする。
第4条 本会は次の事業を行 うことがで きる。
1.各 種研究会の開催。
2.機 関誌その他の編集又は発行。




第5条 本会の会員は正会員,学 生会員,法 人会員,賛助会員とする。
1.正 会 員 意匠各部門の研究又は従事者であり,会費を納入す る
者
2.学 生会員 学校在学中の者(但 し卒業後は学生会員としての資格
を喪失する)


















第12条 会議は総会及び委員会 とする。総会は年一回これを開 く。別 に委員会





第15条 本会の会計は4月1日 よ り始まり翌年3月31日終る。
第16条 会費は総会に於て決定する。
正会員 年額800円学生会員 年額500円法入会員1口 年3000円
賛助会員 委員会が これを定める。( 、1口年10,000円)
等17条 新会員の場合は振替入金を以って新会員とする。
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